
 

 
 

 

 
               

不登校３５万人時代の進路を考える              校長   

 

 ちょっと何を大げさな・・？という表題ですが、３5 万人は日本国内の小中学校の不登校児

童生徒の数です。ちょっとピンときませんが、東大和市の人口が約８万５０００人と聞くと

どうでしょうか。ざっと４倍を超えます。  

 不登校生徒に初めて出会ったのは、４０年ほど前の初任での学校でした。クラスに１人い

たかどうかという時代です。たまに学年だよりなどの通知をもって、家庭訪問したことを覚

えています。その当時の不登校というと、家や部屋に引きこもっている生徒も多く、訪問し

ても会えないことも多々ありました。学校に行くのが当たり前という時代ですから、きっと

保護者の方も葛藤が大きかったと思います。もちろん教員も学校に来させることを第一に考

えていました。今は選択的な不登校といいますか、「学校は行きたくない」けれども、「他

の場所ならいける」という生徒の方がむしろ多数のように感じます。  

年度末には、不登校で出席日数が少ない生徒や保護者の方と、卒業や進級に向けて面談を

します。特に３年生は卒業に向けての認定が必要ですので、基本不登校の生徒とは全員と面

談をします。過去には卒業してしまうともう中学校の勉強ができなくなるというので、原級

留め置き（進級、卒業しないこと）を希望して夜間中学に転校した生徒もいましたが、これ

は稀（まれ）な例です。面談の際に卒業後の進路のことや将来の夢などについて話しをする

のですが、それぞれが屈託なく自分の考えをしっかりと話してくれます。学ぶ場は違います

が、どこかに所属してそれぞれに合った場で頑張っている姿を見ると、「将来は周りとかか

わって社会の中で頑張っていけるかな」と、ちょっとほっとします。  

昔は進学先を探すのが大変でした。高校への進学をあきらめる生徒もいました。今は、中

学での出席日数を問わないような、私立のサポートスクールや専修学校も多数あります。そ

こでは通信制の高等学校と連携して、高校卒業資格を取得することができる学校もありま

す。テレビのコマーシャルで、そういった学校を見かけることも増えました。また、都立に

おいては定時制やチャレンジスクールを進路先に選ぶ生徒も多いです。昔の高校の普通科

は、ほぼカリキュラムが同じでどこも似たようなものでしたが、今は生徒に合わせて多様な

学校が存在します。定時制といっても夜間だけではありません。今は昼夜間の 3 部制の学校

もあり、近くでは砂川高校があります。主（おも）に働く人の学びの場だった定時制も、今

は不登校だった生徒だけでなく様々な生徒の学びの場になっています。また、学力検査によ

らない、本人の学びの意欲を見る入試を掲げるチャレンジスクールやエンカレッジスクール

では、「社会につながる学び」や「学びなおし」に力を入れています。近くでは、昨年立川

緑高校がチャレンジスクールとして開校しました。また、エンカレッジスクールとして形を

変えた東村山高校や中野工業高校などもあります。ひとまとめに書きましたが、詳しくは学

校ごとに異なるところもありますので調べてみてください。そして、どの学校が自分に合っ

ているのかは、実際に自分の目で見て考えてほしいと思います。  

不登校の生徒に限らず、どの生徒も自分の将来について夢や希望をもって、今を頑張って

ほしいと思います。  
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●１年生 歯科講話 

学校医の歯科医を招待

して、歯磨きの正しい仕

方、歯周病について教え

ていただきました。 
    

●落ち葉はきボランティア 

１０月末から１２月まで、生徒会の企画で、ボランティアを募って落ち葉はきを行っています。 

朝早い集合ですが、皆で駐車場、スロープ付近、校庭周辺を清掃しています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
●生徒の活動報告 

令和７年度中学生薬物乱用防止ポスター 

会長賞 １名   優秀賞 ２名  

全国間税会連合会 令和７年度「税の標語」 

立川間税会会長賞 「国民の未来を照らす税金が 適切な人に届きますように」 

男子バスケットボール部 

第４９回東大和市立中学校体育大会 バスケットボール男子 第三位 

優秀選手賞  

女子バスケットボール部 

東大和市立中学校バスケットボール市内大会 優秀選手賞  

第５６回東大和市民スポーツ大会  

バドミントン大会 ２年生の部 優勝  

 
 
 
 
 
 
 
 

１２月 １日(月)～５日(金)三者面談(全校) 

   １０日(水)四校交流会(７・８組) 

        専門委員会・中央委員会 

１１日(木)新入生保護者説明会 

１３日(土)地域清掃ボランティア 

   １６日(火)生徒会朝礼 

１２月１８日(木)７・８組マラソン大会 

つぼみスクール(１年) 

２４日(水)美化活動 

２５日(木)終業式 

２６日(金)冬季休業(始) 

●１２月の予定 

  

住友生命の方を講師に招き、将来のお金の使い方、ロ

ーンなどについての金融教育を行いました。 

   
 起業された社長を招待して、遠回りを繰り返して今の
自分がある現状から、あきらめずに頑張っていると必ず
良い方向に物事は進んでいく、というお話、エールをも
らいました。 

            各専門委員会から新しい

方針案が出され、承認されま

した。よりよい学校づくりの

ために、活発な意見交換がな

されました。 

●生徒総会 

●２年生 出前授業 


